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貯 繭 に対す る湿 度 及 び

炭 酸 瓦 斯 の 影 響

山 藤 一 雄

中 村 守 太

(昭和 八年五 月十三 日受理)

緒 言

上簇を終 りて放繭せる生繭は乾燥せる後,煮 繭に至る迄の期間を紙袋,布 袋叉は罐等に詰め

て空氣 の流通と断ち,而 も之等を更に倉庫内に入れて外氣との接触 を避けつつ貯藏するのが普

通である。

然し原料繭の關係や種 々の仕事の都合上,短 時 日の間乾燥せる繭を貯繭庫内に其儘堆積 し,

或ひは作業場 内の一隅に放置する場合がある。 斯標な際に空氣中の湿度や炭酸瓦斯が其繭の

性質を如何程迄変化 させるかを,特 に繰糸 試験の方面から研究するのが此實験の 目的であつ

た。

從つて表題に於ける貯繭試験 とは,本 來の嚴格なる意味に於ての乾繭貯藏に關するものでは

なくして,既 に長期間保管 された る繭を,只 煮繭の直前1乃 至2日 の間諸種の條件の下に

處理して,其 繭質に及ぼす影響を試験したものである。

本實験を行ふに當 り御指導を恭うした奥田先生に厚 く感謝し,両 本研究の施行上種々便宜を

與へられたる片倉製糸紡績株式會杜勉に同肚大分製糸 所の方々に謝意を表する。

實 験 成 績

實 験 第 一

1)'實 験 方 法

供試繭は實験第一より第六に至 る迄総て同一種を使用 しk。即 ち昭和7年 度産日支交雑の

晩秋数 白繭種であつて,同 じ大罐中に 貯藏したものを取出し,各120匁 宛10立 入廣口瓶に

入れ次の6区 に分ち試験した。



第1区:一 濃苛性加里液,次 に濃硫酸中を通 し,炭 酸瓦斯 及び水蒸氣を 除去せる空氣 を

1時 間通しtc後,其 儘密閉し15時 間放置す。

第2区:一 普通の室内空氣 を弱 き吸引に依 りて16時 間通ず。

第3区:一湿度 の高い作業場内の淑潤した空氣 を第2区 と同様にして通ず。

第4区:一 濃苛性加里液中を通し炭酸瓦斯を 除去せ る空氣を1時 間 通入せる後,15時

間内に水蒸氣を5分 間宛5回 通ず。 水蒸氣は導管の活栓を加減 して其勢を成る可 く弱 くし,

且つ廣ロ瓶内の水蒸氣導入硝子管には綿を巻 きつけ,両 其上に綿布を春いて熱氣が直接繭に當

るを避け,叉 瓶底には綿及び布を数いて凝集した水に繭の接鯛 しない様にした。

第5区=一 濃硫酸中を通し水蒸氣を除去した空氣 を1時 間 通せる後,濃 硫酸中を 通して

乾燥せ しめた炭酸瓦斯を,15時 間内に第4雇 と同じ時間の 間隔を 置いて20分 間宛5回 に

亘 り通入す。 煮繭前には炭酸瓦斯の煮繭に及ぼす影響に依る實験誤差を避けるため,炭 酸瓦

斯及び水蒸氣を除去せる空氣を30分 間通じて瓶内の炭酸瓦斯を置換して置 く。

第6区:一 炭酸瓦斯及び水蒸氣を除去せる空氣 を1時 間 通入せる後水蒸氣及び炭酸瓦斯

を同時に通ず。即ち水蒸氣は5分 間,炭 酸瓦斯 は20分 間を単位 とし,15時 間以内に5回 通

じた。水蒸氣の導入に當 りては第4区 に於けるが如 き注意をなし,又 煮繭前には第5区 と同

じ く炭酸瓦斯及び水蒸氣を除去せる空氣を30分 間通じた。

両各区の廣口瓶内に導入せる硝子管の先端には,短 きゴム管を附して繭糸の損傷せ らるるを

防いだ。

6区 は全部同時に設定 し上記の如 く處理せ る後は,成 る可 く條件を等 しくして煮繭しt。

繰糸試験は個人及び其他の誤差を最小にするために,業 手の選扱に注意を梯 ひ,而 も1日 中に

於て最 も状態のよい時間を選んで作業せしめ,6人 をして 順次交代 させて6回 の平均成績を

探つた。且つ繰糸 中は30分 毎に其湯の温度及びpHを 測定 して成績批判の一材料 とした。

かくして行つた各区夫 々6回 宛の試験結果を平均 して示せば次の様である。

2)實 験 結 果

第 一 表

第11姦 第2区 第31査茎 第4暉 亘 第51量 第6匡茎

1時 間 繰 目,匁 ・18・61g.41g.II&gI8.71g.2

絵 量,匁 ・35・936・836・336・236・736・4

糸糸1降 … 斑,点 ・80・982・!79・781・083・881・2



'j、 億仔,点.85.082・987。285・887・184・9

中 節,個 ・2・53・72・82・8081・o

大 節,個.LOI・52.71・71・DI・6

手 屑,匁.343・63・63・53・63・4

彌 襯,匁.4.24・74・44・85・15・3

揚 繭 ・ 匁,1.31・41・50・71g1・o

繰 繰 湯 のpIL6.96・97・06・96・96・9

繰 総 湯 の 温 度EIgOIgIlgOIgII9【191

3)結 論 及 び 考 察

上表を見るに既に保存に耐へ得る程度に乾燥 し長き間貯藏 した繭は,其 後に於て16時 間位

上記の様な処理 をなすとも,其 繭質に影響する塵が少いことが分る。事實叉繭糸の如き抵抗性

の弧い蛋白質が,而 も乾燥状態に於て多少の灘氣や炭酸瓦斯に依つて,短 時間内に大 きな変化

を蒙るとは考へ られない。唯繰糸 工程に於て第2颪 が最 も良 く,第1及 び第5の両区 が最 も

悪いことは,煮 繭前に於て繭に或程度の湿気 を持たせる方が,其解舒 を良好にするものでない

かとの暗示を與へる。糸量や生産 された生糸の品質には先づ大差ないと云へる。

實 験 第 二

1)實 験 方 法

実験第一に於けると同じく6区 を設け,夫 々全く同様にして操作したが,此 實験では其処理

時間を2昼 夜に延長 して試験 して見た。 第二表に示す實験結果も各区6回 宛の平均数字

である。

2)實 験 結 果

第 二 表

第1匹 第2医1第3tpEE第41亘 葭 第5固 三 第61轟 蓬

1時 間 繰 目,匁 ・20119・719・720・oI8・720・1

緯 量,匁 。38・537・938438・837・838・7

絵 條 斑,点 ・3z479・380・882・261・480.8

iJ、 節,点 ・85・783.085・884.385.384.o

中 節,個 ・344234

大 節,個 ・424233



手 暦,匁.2・82・52・82・83・34・3

虫而 襯,匁.4・34・74・64・54・94・6

揚 繭,匁 ・o・50・60・50・50・40・7

繊 度 ・13・713・814・214・714・514・7

繰糸湯 のpII.6・86・86・76・76・86・8

繰 繰 湯 の 温 度'F.IgzIglIglIg31931gI

3)結 論 及 び 考 察

實験第二の成績に於ては,1時 間繰目,孫 量共に第5区 が最 も悪 く,第6及 び第1区 が良

好の結果 となつて居る。 實験第一に於て繰目及び糸量が最良であつた第2区 は,此 回では第

5区 に亜いで悪い。叉水蒸氣及び炭酸瓦斯を除去せる空氣 中で16時 間貯へた場合には,他 の

5区 よりも成績が悪かつたが,2書 夜貯藏の實験第二に於ては両鯨の区 よりも優位にある。

之等實験第一及び第二の結果か ら,繭繰糸 の場合の繰目及び糸量に關 して次の膿に考へる事

が出來やう。

曹通室内の空氣 中に繭を1日 位放置する時は寧ろ良好の結果を與へるが,既に2卜1に及ぶ時

は不良の影響を及ぼす。両 實験の第3区 の成績 から分 る標に,此 場合空氣 が 多漏なる時は特

に悪い。 煮繭前通常の室内にl日 位置いて少 し漁氣を含 ませ ることが繰糸上有利の様ではあ

るが,濕度 の高い時叉は通常の工場内でも2日 以上の長い時 日の 間放置する様な時は,成 る

可 く空氣の流通と断 ち,外 氣に直接鰯れない様に工夫する方が安全である。

水蒸氣のみの第4麗 も成績は良 くないが,乾 燥せる炭酸瓦斯中に貯藏した繭は特に不良で

ある。然るに此水蒸氣と炭酸瓦斯の共存して居る雰園氣内に入れて置いたものは却つて良い影

響を受けて居る様である。此禾孚實に就ては更に他の實験を述くごた後改めて考察を試みやう。

生糸の品質決定上の主要項目である絲状斑や小節は,6画 を通じて一定した著しい差が認め

られない。

繊度は湿気 の多い場合 には太 くなる傾向がある。

實験誤差を少 くする一方法 として,繰糸 中の各種條件を成る可 く等しくすることに注意を佛

つたが,以上 第一及び第二の實験中度々測定した繰糸湯のPH及 び温度の平均 値は6旺 共誠

によく一致 して居る。



實 験 第 三

1)實 験 方 法

第一及び第二の實験から,煮 繭前に於て繭に適當なる灘氣を吸収 させた方が,煮 繭及び繰縣

の上に良い結果を與へる様に思はれるので,此 考へを確かめるために行つたのが實験第三であ

るo

第1区:一 倉庫か ら取出した繭を直ちに煮繭 し繰縣す。

第2区 ・一 工揚内の普通の室内に約17時 間放置して後煮繭し繰糸す。

両区共1回280匁 宛を繰糸 せしめ,業 手及び周をかへて6回 繰返 した。

解舒糸長を見るためには別に各区400粒 宛の繭について同様に繰糸 した。

次に示すのは両区 夫々6回 の平均 成績である。

2)實 験 結 果

第 三 表

第1区 第2区

1時 間 繰 目・匁 ・20ρ20・2

総 量,匁 ・8&7go・1

糸糸{瞬 ξ 斑,点 ・82・184・3

小 節,点 ・85・887・6

中 節,個 ・2122

大 節,個 ・611

手 屑,匁 ・17・Ol6・o

蝋 襯,匁 ・26・627・o

揚 繭,匁56

繊 度 ・13・914・8

総 長 ・m・648646

解 好 総 長 ・m・54254r

落 緒 繭,個 ・7775

3)結 論 及 び 考 察

第三表の激字を観ると,第2唾 は 第1区 より繰目,糸 量,絲状 斑及び小節貼に於て優つて

居るが,解舒糸 長,落 緒歩合其他に於ては両区 の間に殆と差がない。 繊度は第2区 の方が太



くなつて居 る。

之等の結果を糸合すると,此 試験を行つた時期21」ち昭和8年2月 下旬から3月 上旬に於

ては,倉 庫内から取出して直ちに煮繭に着 芋するよりも,通 常の室内に…夜放置して置いた方

が優良なる成績を示 して房 る。

只此場合 實際上に於ては繊度が太 くなる傾向のあることに注意する必要がある。

因に上記の實験に於て第2旺 の繭は第1区 のものに較べて1乃 至2%の重量 を増加 して

屠た。部 ち一夜放置に依つて繭がこれだけの水分を吸収 したことになる。

實 験 第 四

1)實 験 方 法

此實験では實験第三の場合より更に一層 灘氣の多い室内に放置して,其 繭質が如何に影響 さ

れるかを,第 三實験の第2嘩 と比較して研究して見た。

第1区:一 貯繭庫から取出した繭を實験第三の第2区 と同じ室内に一夜放置す。

第2区:一 工場内の更に多灘な室内に上記第1区 と同じ繭を同時間放置す。

實験條件は総て實験第三の場合 と同様であるが,第 四表に示す結果は各区4回 宛の平均数字

である。

2)實 験 結 果

第 四 表

第1区 第2区

1時 間 繰 目,匁 ・20420・2

総 量,匁 ・go・4go・5

緯 條 斑,1点 ・83・982・6

iJ、 節,黒i茜 ド88。787・7

中 節,個 ・53

大 節,個 ・44

手 屑,σ 匁 ・16・II7・o

蠕 襯,匁 ・26・127・o

揚 繭,匁 ・6・06.3

繊 度 ・13・914・3

総 長,m・666661



解舒 縣 長,m・539554

落 緒 繭,個 ・9374

放 置 に よ る繭 重 増'加・%1・23・o

3)結 論 及 び 考 察

此實験の結果から 第1区 は第2麗 よりも,能 率,縣 條斑,小 節貼に於て僅か乍 ら優 るが,

解好糸長は劣 り,糸 量其他に於ては大差な く,之 を概評すれば第1琿 の方が稽 と優位にある

ことが分 る。

2PS同 じ液 鯛 放置9て もぷ 氣がtgmaであつて・期 に繭が3%以 」・の水分を吸桝

た様な場合 には,繭 質は既に多少害されて居るのであるゆ

'實 験 第 五

1)實 験 方 法

繭を室外に置いた場合の影響を調査した。

第1区 ・一 倉庫内より持出した繭を直 ちに亜鉛製小罐中に入れ密閉して保存す。

第2魎 ・=一繭を目償に入れ軒下に一夜放置して外氣に接鰯 させる、

煮繭及び繰糸 は総て實験第三及び第四の場合 と同條件の下で行つたが,各区4回 宛の結果

を平均 して次表に示 す。

2)實 験 結 果

第 五 表

第1区 第2臓

1時 間 繰 目,匁 ・2α820.6

絵 最,匁.91.292.0

総4虜 … 斑,点.84曜083・3

!1、 節,羅 占.87.586.2

中 節,個 ・r4,1。

ブ9節,個.8.6

手 屑,匁 ・17.II6.8

婦 襯,匁24.冨22.5

揚 繭,匁 ・5・84.7

繊 度 ・13・9聚4・5



総 長 ・m・642661

解 好 縣 長 ・m・529545

落 緒 繭,個 ・8783

3)結 論 及 び 考 察

第1区 は第2区 に較ぺて糸量及び解舒孫長は少いが繰目,糸 條斑及び小節点に於て優つで

ゐるc郎 ち繭はたとひ一夜でも外氣中に置いては悪いことが分 る。 此場合 に第2区 は放 置に

よつて平均4・7%の 水分を吸収 してゐた。 繊度は上記総ての實験の場合 と同じ様に,繭 が爆

氣を含んだ第2区 に於て太 くなつてゐる。

實 験 第 六

1)實 験 方 法

實験第一及び第二の試験に於て水蒸氣を通入 し7cZZ4及 び第6の両区 に於ては,十 分の注

意を梯つたが俺多少の熱を伴ふ ことを兎れ得なかつた。 此實験では湿度85%か ら飽和に近

い室内に於て次の様にして試験 して見た。

卯ち10立 人の廣口瓶に120匁 宛の乾繭を入れ次の2区 を設けた。

第1区1一 繭の人つてゐる廣口瓶を高き豪上に置き,其 周園に水蒸氣を濠 々とさせ,此 飽

和に近 き空氣を弱き吸引に依つて瓶中に20時間 通ず。

第2区 ・一・第1区 と同じ毫上に置いて飽和に近い空氣を20時間 通入すると 同時に時 々

炭酸瓦斯を10分 間位宛通ず。

繰糸試験は實験第五迄と同じ注意の下に行ひ,2人 の業手を交代 させて 各匹2回 宛の不琢

成績を探 り,之 を第六表に示す。

2)實 験 結 果

第 六 表

第1区 第2圃

1時 間 繰 目 ・匁 ・20・321・5

総 量,匁.36・636・3

糸條 斑,点 ・82・584・5

小 節,製i.84・886・3

中 節,個 ・2・51・5



大 節,個 ・3・52・o

手 屑,匁 ・2・52・5

蝋 襯,匁 ・5・56ρ

揚 繭,匁 ・o・290・80

繊 度 ・15・513・o

・3)結 論 及 び 考 察

實験第六の結果は,1時 間繰目,糸 條斑,小 節点 等何れも第2麗 の方が良好である。

實験第一及び第二に於て湿度100%の 雰園氣中に放置したものは其繭の解舒 が稽 ξ悪 くな

り,炭 酸瓦斯中に貯藏 したものは特に解舒 不良となるに不拘,此両 瓦斯を同じ瓶内に同時に通

入 して置いた場合には却つて良い結果 となる事を知つた。 之と同様の事實を實験第六に於て

も認めた訳である。

繭糸が煮繭前に於で適常以上の水分を吸へば不良o)影 響を蒙ることは上述の諸試験の結果か

ら明かな事實である。雌場合には繭糸の外暦をなす セリシンが,豫 め水を含んでより溶解し易

くなり,極 端には糸縷の膠着を起す傾向 となるために,か へつて 工程,糸 質等に悪影響を及ぼ

す様に考へ られる。

一方に於て從來氣附かれなかつた炭酸瓦斯の繭解録に対す る害作用は
,著 者が上簇 に關する

研究T)に 於て認めた腱であるが,實 験第一及び第二の成績を観る時は乾繭を1'「1乃 至2日

の様な短い間,乾 燥炭酸瓦斯中に貯藏して置いて も既に其解舒 を害 される機である。此場合に

炭酸瓦斯 はセリシンの溶解を妨 ぐるために其悪影響を及ぼすものと考へ得 られる。

從つて水蒸氣及び炭酸瓦斯を同時に通入した場合には,各 々の瓦斯の悪影響が略 ミ牛減 され

ると同時に,繭糸 セリシンの溶解度に対す る正反野の作用に依つて,却 つて繭の解舒 を良 くす

るの結果 となるのではなか らうか 。

此水蒸氣及び炭酸瓦斯の繭解好に及ぼす共同作用の考察は,饒 に乾燥 した繭に此両瓦斯を短

時間作用 させた場合についてなしたものであつて,上簇 管繭中や生繭,3ζ は長期間に亘る貯繭

に対す る試験の場合には,又 自ら其考へ方が夫々異つて來るであらう。

総 括

既に乾燥し相當長き期間倉庫内に貯藏した繭を,煮 繭前1乃 至2Hの 間種々の條件の下に

処理して,其 實際繰糸や糸質の上に及ぼす影響を試験したが,今 其結果を要約すれば次の様で



ある。

1)空氣 が多 くの湿氣を含んでゐない場合には,煮 繭前の 牛 日乃至111間,繭 を普通の室

内に放置 して置いた方が,水 蒸氣及び炭酸瓦斯を除去 した空氣中に置 くよりも宜 しい。

2)空 氣が特に湿潤 なる場合,叉 は放置が2日 間以上に亘る時は,繭 は空氣 の 流通と断ち

密閉器中に貯へる方が安全である。

3)煮 繭前一夜の室内放置に依つて,繭 が1%程 度の水分を吸収 した 場合には 良結果を

與へるが,3%以 上に及ぶ時は悪い。

4)繭 は外氣に接触 せしめると一夜にして既に悪影響を受ける。

5)繭 貯藏瓶内に水蒸氣を通入して密閉して放置すること一昼夜 に及ぺば其繭質は悪 くな

る。

6)乾 燥 した炭酸瓦斯中に1-2日 間保存すれば,其 繭は水蒸氣中に貯へた場合 よりもより

大なる害を受ける。

7)繭 を入れた瓶内に水蒸氣及び炭酸瓦斯を同時に通人して1乃 至2日 間放置すれば,各

々の瓦斯中に別々に貯藏した場合よりも,其 結果は却つて宜しい。之は此両瓦斯が繭糸 セリシ

ンの溶解度の上に相反する作用を有するためと考へられ る。

8)諸 實験の戒績を通観するに,長 き間貯藏した乾燥繭は,煮 繭前の短時日の間上述の如 き

諸種の慮理をなすとも,其 繭質の上には特に著しい影響を蒙 らない。
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